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28)  足立雄一．特別講演「食物アレルギーの基礎知識と緊急時の対応について」．食物アレルギー・アナフィラキシー対
応研修会；2013 Aug 23；富山． 
29)  足立雄一．特別講演「学校におけるアナフィラキシー対応」．桜井高校；2013 Aug 26；富山． 
30)  足立雄一．乳幼児喘息における最近の話題．第 4 回 Pediatric Asthma Regional Seminar；2013 Sep 7；仙台． 
31)  足立雄一．子どもの健康問題とその対処法．子供の健康問題概論．教員免許更新講習会；2013 Sep 23；富山． 
32)  足立雄一．特別講演「保育所における子どものアレルギー疾患」．富山市アレルギー対応研修会；2013 Dec 15，Nov 
11；富山． 
33)  足立雄一．特別講演「小児における one airway, one disease」．日本アレルギー協会東北支部学術講演会；2013 Nov 2；
仙台． 
34)  足立雄一．特別講演「小児アレルギー 最近の話題」．上越小児科医会学術講演会；2013 Nov 12；上越． 
35)  足立雄一．特別講演「アレルギー・アナフィラキシーへの対応について」．成美小学校；2013 Nov 25；富山． 
36)  足立雄一．特別講演「食物アレルギーと運動誘発性アナフィラキシー」．射水市医師会講演会；2013 Dec 5；射水． 
37)  足立雄一．特別講演「学校におけるアナフィラキシー対応」．射水市養護教諭研修会；2013 Dec 9；射水． 
38)  足立雄一．特別講演「食物アレルギー 最近の話題」．富山市小児科三木会；2013 Dec 19；富山． 
39)  市田蕗子．医学講座：心臓財団虚血性心疾患セミナー 心筋緻密化障害．ラジオ NIKKEI．2013 May 7． 
40)  市田蕗子．医学講座：心臓財団虚血性心疾患セミナー 学校心臓検診は潜在的な心疾患の診断に有用か？ ラジオ
NIKKEI．2013 Sep 3． 
41)  市田蕗子．第 114 回医学講座 大人になりゆく君たちへ～先天性心疾患と発達障害 心臓をまもる．全国心臓病の子
供を守る会会誌．2013；594：14-7． 
42)  市田蕗子．特別講演「川崎病の急性期治療～ガイドラインから学ぶ～」．第 10 回秋田県小児膠原病研究会；2013 Feb 
9；秋田． 
43)  市田蕗子．特別講演「小児期の心筋症」．第 20 回秋田県南心・血管・頸部エコー研究会；2013 Apr 6；秋田． 
44)  市田蕗子．特別講演「大人になりゆく君たちへ～心疾患児の発達障害について～」．全国心臓病の子どもを守る会 京
都支部講演会；2013 May 12；京都． 
45)  市田蕗子．特別講演「小児期心筋症の臨床 心エコーから分子レベルの異常を探る」．第 49 回広島小児循環器研究
会；2013 Oct 12；広島． 
46)  市田蕗子．シンポジウム「診療体制：学会の取り組みの現状 日本循環器学会より 学術委員会 成人先天性心疾
患部会の設立」．第 9 回成人先天性心疾患セミナー；2013 Oct 19；大阪． 
47)  市田蕗子．特別講演「心疾患児の発達障害」．臨床発達心理士会・資格更新研修会；2013 Oct 20；東京． 
48)  金兼弘和．テロメア長の短縮を伴なった Diamond-Blackfan 貧血の 1 例における網羅的遺伝子解析．厚生労働科学研
究費補助金難治性疾患克服研究事業 先天性角化不全症の効果的診断法の確立と治療ガイドラインの作成に関する
研究 平成 24 年度総括・分担研究報告書．2013：34-35． 
49)  金兼弘和．先天性角化不全症における免疫異常に関する研究．厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業 
先天性角化不全症の効果的診断法の確立と治療ガイドラインの作成に関する研究 平成 23-24 年度総合研究報告書．
2013：48-9． 
50)  金兼弘和，本間健一，今井耕輔．分類不能血液疾患の原因究明ならびに治療法の確立．厚生労働科学研究費補助金 難
病・がん等の疾患分野の医療の実用化研究事業 稀少小児遺伝性血液疾患の迅速な原因究明及び診断・治療法の開発
に関する研究 平成 24 年度総括・分担研究報告書．2013：34-5． 
51)  金兼弘和，Yang X．既存の遺伝子変異を有さない典型的自己免疫性リンパ増殖症候群の一例．厚生労働科学研究費
補助金難治性疾患克服研究事業 RAS 関連自己免疫性リンパ球増殖症候群様疾患（RALD）の実態調査および病態病
因解析に関する研究 平成 24 年度総括・分担研究報告書．2013：35-8． 
52)  金兼弘和．X 連鎖リンパ増殖症候群．第 6 回自己炎症疾患研究会；2013 Feb 2；東京． 
53)  金兼弘和．特別講演「原発性免疫不全症の診断と治療 Update.」．第 14 回大阪小児感染免疫カンファレンス；2013 Jul 
20；大阪． 
54)  金兼弘和．免疫不全症を見逃さないために．第 3 回小児科専門医•専門医取得のためのインテンシブコース；2013 Aug 
10-11；東京． 
55)  金兼弘和．ミニレクチャ 「ー原発性免疫不全症の Update」．第 4 回関東甲信越免疫不全症研究会；2013 Sep 22；東京． 
56)  金兼弘和．特別講演「免疫不全症に対する免疫グロブリン補充療法の現状」．石川県合同輸血療法委員会能登講演会；
2013 Sep 21；七尾． 
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57)  金兼弘和．ICD 講習会「免疫不全症患者における感染対策」．第 45 回日本小児感染症学会；2013 Oct 26-27；札幌． 
58)  野村恵子．病気のシグナルⅢ 最新のがん治療⑧ 小児がん 7～8 割治癒．北日本新聞（朝刊）．2013 Aug 14；健康子
育て：10． 
59)  板澤寿子．教育講演「喘息管理におけるコントロールレベルの評価」．第 16 回小児吸入療法フォーラム；2013 Jun 1；
東京． 
60)  板澤寿子．子どもの健康問題とその対処法 小児喘息とアレルギー疾患．教員免許更新講習会；2013 Sep 23；富山． 
61)  板澤寿子．特別講演「小児における環境とアレルギーの関係」．第 8 回群馬気道疾患研究会；2013 Nov 9；群馬． 
62)  板澤寿子．特別講演「食物アレルギー児に対する急速経口免疫療法の効果と副反応」．第 68 回富山県耳鼻咽喉科臨
床研究会；2013 Dec 12；富山． 




65)  種市尋宙．富山県における EHEC O111 集団感染事例～臨床からの視点～．国立大学病院感染対策協議会教育作業部
会ブロック別研修会（東海・北陸地区）；2013 Jun 20；富山． 
66)  種市尋宙．病気のシグナルⅢ 子どもの危険対策 食の正しい知識を持とう ギンナン中毒に用心．北日本新聞（朝刊）．
2013 Oct 2；健康子育て：13． 
67)  種市尋宙，髙梨潤一，奥村彰久，水口 雅．腸管出血性大腸菌感染症に伴う脳症の病態と治療に関する検討．厚生
労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業「炎症を介した発作重積状態を伴う急性脳症の病態にもとづく治療
法研究」第 1 回班会議；2013 Jul 31；東京． 
68)  種市尋宙．こどもの育ちと健康．保育所体験事業（大沢野ちゅうおう保育園）；2013 Oct 7；富山． 
69)  宮 一志．子どもの健康問題とその対処法 発達障害．教員免許更新講習会；2013 Sep 23；富山． 
70)  足立陽子．食物アレルギー（経口免疫療法も含め）．第 19 回アレルギー週間記念行事 アレルギー疾患講演会；2013 
Feb 18；富山． 
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